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: は じ め に

幸水は本来 ,食味の良いことから消費が伸び,それに伴

ぃ牛産量も年々増加している。本県でもナシの中で主要な

品種として定着した。生産量力お、えるにつれ,外観的に種々

の形状不良果が目立ち始め,一部で等級低下や品質低下を

来している。今後,産地として幸水の商品性向上を図るに

は品質確保は当然ながら,果実形状の不良果をできるだけ

少なくし,外観の向上も考慮する必要があろう。

こため本試験では,幸水の果実形状の改善を図るための

栽培的要囚と改善対策の一部について,昭和58年から3年

間検討したので,その結果を報告する。

2試 験 方 法

場内圃場 (砂土 )の幸水25年生樹 (58年 )を供試し,果

実は着葉している短果枝果そうのものを対象に行った。

(1)受粉雌ずい数との関係 : 花そうの中から開花直前
の 3番花を選んで,除雄したあと人工受粉を行い,直ちに

雌ずい数を 1, 3,5本に調整。受精が完了するまで被袋
した。昭和58年は4月 28日 に,59年は 5月 18日に処理した。

●)花序の位置との関係 : 花そうの中から開花前後の
花を選んで,和子の位置を 1,3.5～ 6番花,中心花の
別に区分した。人工受粉を行ったあと,対象外の花は摘除

した。58年は 4月 28日 の 1時期で行い,59年は開花程度を

そろえるために5月 16.18.19日 の 3時期で行った。

18)幼果時の果実形状との関係 : 2～ 5番果を対象に,
幼果時の形状力編 円型や長円型のような不良果と,正常果

と思われる正円型の果実を選んでラベリングし,収穫後の

果実形状との関係を調査した。58年は6月 4日 に,59年は

6月 14日 にラベリングした。

表 1 受粉雌ずい数,花用の位置と果実形状 (昭 58～ 59)

“

)人工受粉と摘果方法の改善による実証効果 : 58,
59年に実施した試験を背景に,60年は人工受粉と摘果のや

り方を従来と変えた場合の実証効果を検討した。 1樹内で

主技及び市キ枝単位に次の処理区を設定, 3反復で行った。

1区 人工受粉 徹底区+摘果 果形主体区
2区 徹底 +大きさ主体.3区 慣行十果形主体
4区 慣行+大きさ主体,5区 未実施+慣行
人工受粉 : 5月 2日実施 (5月 5日 満開 )。 徹底区は
3～ 5番花の中から1花の全雌ずい数に受粉した。慣行

区は3～ 5花そうに 1花の割合で慣行程度に軽く受粉

した。

摘果 : 5月 27日 に粗摘果を,6月 11日 に仕上げ摘果を
行った。果形主体区は形状良好な果実を,大きさ主体

区は形状よりも大きさ主体に,残す果実を選んだ。

6)調査 : 各処理果は適熟期に収穫した後,一個重 ,
縦横経の最大値と最小値,形状の良否 (指数 )を調査。必

要に応して種子含量も調査した。

(果実形状の良否の区分 )

指数 I:形状が正円型で良好,商品性高い。
■:形状いく分変形ぎみであるが商品性に問題なし。

皿 :形状が変形,商品性やや劣る。

Ⅳ :形状がかなり変形,商品性非常に劣る。

(60年は■を更に区分し,全部で 5段階とした )

3試 験 結 果
(1)受粉雌ずい数と果実形状 (表 1)

受粉した雌ずい数力沙 ない程,果実の形状は明らかに劣っ

た。 1果当たりの稔実種子数も明らかに少なく,一個重も

劣った。形状良好な果実を得るには,人工受粉の際,でき

るだけ受粉する雌ずい数が多い程良好であった。

処 理 区
調査果数 ※ 形状 の良否 形 状

I+I

平均果重 (′ ) 稔実種子数鯉3/果)

G冒 ) l I | Ⅳ 昭 58 昭 59 昭 58 昭 59

受粉雌
ずい数

雌ずい数 1本
3本
5本

179
29 6

18 5

25 0

51 8

51 8

の
置

序花

位

1 番  花
3      ″

5～ 6 ″
中  心  花

130
20 9

185
17 9

28 3

45 7

334
21 4

37 0

174
3' 0

357

21 7

130
111
25 0

41 3

69 6

51 9

39 3

35
34
41
53

22
22
21
39

注 × 形状の良否は,昭和58年 +59年調査の合計
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●)花序の位置と果実形状 (表 1)
花序の位置による形状の良否を見ると, 1番花や中心花

は 3～ 5番花に比べてやや劣り,果重や形状にばらつきが

あった。中心花でも充実した花そうのものは,肥大,形状

とも良好なものが見られ稔実種子含量も多かった。概して

3～ 5番花の果実が肥大,形状ともに良好であった。
●)幼果時の果実形状との関係 (表 2)
幼果時の果実形状は収穫時の果実形状と密接な関係が認

められた。幼果時に,日立った偏円型や長円型の形状不良

果は,正円型に比べて形状指数 1+Ⅱ (正常果 )の割合は

約1/2で明らかに少なかった。

“

, 人工受粉と摘果方法の改善による実証効果 (表 3)

6)果実形状と稔実種子含量との関係
59年に調査した果実 (平均果重333夕 /203個 )の平均

稔実種子数は26個で他品種に比べて明らかに少なかった。

個々の果実を割って見ると,稔実種子側の果実肥大が不稔

種子側より良好であった果実は,全体の63%であった。稔

実種子数と形状指数との相関はなかったが,果重との相関

はr‐ 0518中 *(59年 )のやや高い相関が認められた。

“

)形状不良果のタイプ別害」合 (表 4)
全体的にはだ円タイプが最も多く,46%を 占めていた。

処理区や形状指数別による差は見られた。形状指数が高く

なると,だ円タイプが少なくなり条溝やたて軸変形果が多

くなり,ま た 2種混合タイプも多くなった。形状不良果の

表 4 形状不良果のタイプ
'1割

合 (昭 60)

調果

査数

表 2 幼果時の果実形状と収穫時の果実形状
(昭 58～ 59)

注 × 形状の良否は 昭和邸年 +5,年 調査の合計

人工受粉は幼果の肥大を明らかに促進した。形状の良否

に及ぼす処理の影響は有意に認められた。人工受粉を徹底

させ,摘果は形状主体に行うことで,正常果の割合は明ら

かに高まった。稔実種子含量に及ぼす処理の影響は認めら

れなかった。

注 ※ 3樹の平均値 ただし平均果重は 2樹の平均。 ※ 異符号間は 5%レベルで有意。

区

原因との関係を推測されるが今後検討する必要があろう。

“

)形状指数と各要因の相互関係
形状指数と果実重は負の相関が (ィ ーー0408Ⅲ ,5,
年 )少 し認められた。形状指数と縦横径差とも負の相関が

(r‐ -0616*ネ ,59年 )認められた。形状タイプ別に見

ると,だ円形果の形状指数と横径差は r‐ -0760絆 ,た
て軸変形果の形状指数と縦径差は r=-0829料の相関が
認められた。果径の測定値と観察による形状の良否の判定

とはぼ適合していたと考えられる。

4 ま  と  め

(1)3年間の試験結果から,幸水の果実形状の改善に対
しては,人工受粉の際,3～ 5番花を選んで,できるだけ
受粉する雌ずい数を多くし,更に摘果作業の際 ,形状不良

果を摘除し,正常果を残すことでかなりの効果を期待でき

ること力`明らかであった。また実証試験においても,人工

受粉をより徹底し,形状主体の摘果を実施することで,形

状不良果の発生割合を,慣行の約%に軽減できた。

●)果実形状に及ぼす他の発生要因については,今後更
に検討するが,当面の改善対策としては,まず樹勢の確保

と充実した結果枝,良質の花芽を確保した Lで ,人工受粉

等による初期肥大の促進と形状を意識した摘果を行うこと

で,幸水の商品性向上を図っていく必゙要があると考えられ

た。

処
理
区
別

形
状
別

196

359

220

161

109

表 3 形状の良否,果実重等に及ぼす入工受粉と摘果方法の影響 (昭 60)
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区

区
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92 7
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,6 0
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11.0"
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16.2a
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